




腕時計の図鑑
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時
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だ
け
な
ら
ば

こ
だ
わ
る
必
要
は
、
き
っ
と
な
い

時
を
刻
む
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で
あ
れ
ば

き
っ
と
、
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だ
わ
ら
ざ
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を
得
な
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ラ
グ
ジ
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ア
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で
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ス
テ
ー
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誇
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す
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人
生
を
彩
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ス
タ
ー
ピ
ー
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そ
れ
が
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計
だ
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性
と
品
格
を

印
象
づ
け
る
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腕時計の基本
第　   章1

何事にも、作法がある。高級腕時計の購入を考える
にあたって知るべき基本的なことがある。それらを
知り尽くした識者たちの金言に、まずは耳を傾けて
ほしい。そこから自分の好みを見つけよう。
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腕時計の雑誌やカタログを見ると、専門用語が当たり前のように使われていることが多い。
なかには聞いたこともない言葉もあるかもしれないが、
ここでそれぞれの意味を正しく理解しておこう。

ここでは、腕時計の見える部分の代表的パーツを説明したい。たとえば一
口に“針”といっても数種類あるし、ケースといっても素材は多数ある。ど
んな素材が使われているかにより、時計の機能も変わってくるのだ。

各パーツの名称

知っておきたい

腕時計の基礎知識

Basic  Knowledge of  Watches

文字盤
ダイアルともいわれ、時
計の顔にあたる。時刻表
示のための数字や、メー
カーのロゴなども書かれ
ている。素材は多数ある。

時
じ

針
しん

現在が何時かを表す針。
短針ともいわれる、分針
と比べ短い方の針。

風
ふう

防
ぼう

ダイアル上部の針などを
保護するためのガラス。
ガラス以外にも、アクリ
ル樹脂、サファイアクリ
スタルなどが使われる。

インデックス
文字盤の時や分を示す数
字や目盛り。アラビア数
字のものはアラビックイ
ンデックス、ローマ数字
はローマンインデックス
と呼ばれる。

ケース
ムーブメントを収納し、
文字盤をつけるための
パッケージ。素材は機能
などにより、ステンレス
やゴールド、チタン等多
数ある。

ベゼル
時計外周部にあるサーク
ル状のパーツ。GMTやダ
イバーズ、クロノグラフ
などに取りつけられ、タ
キメーター機能など用途
は幅広い。

リューズ
漢字表記では「竜頭」。時
計の右側につけられた、
ゼンマイを巻き上げるた
めの突起。リューズを引
くと時刻やカレンダー合
わせができる。

ラグ
ケースの足のような部分
で、ブレスレットやベル
トを固定する部位｡ アタッ
チメントやホーンともい
われる。

ベルト
時計を腕にはめるための
バンドで、ブレス、また
はストラップともいわれる。
ステンレススチールやゴー
ルドなど、用途に応じ素
材は多数。金属製以外に、
革ベルトのものもある。

分
ぶん

針
しん

現在が何分かを表す針。
長針とも呼ばれる、時針
と比べ長い方の針。
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機械式時計とクォーツ時計
Basic  Knowledge of  Watches

実
用
重
視
で
選
ぶ
か 

 

趣
味
で
選
ぶ
か

　

時
計
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ

と
は
、
時
刻
を
正
確
に
表
示
す
る
こ
と
。

こ
の
主
張
は
お
お
む
ね
正
し
い
。
そ
れ

で
考
え
る
な
ら
、
時
計
選
び
は
ク
ォ
ー

ツ
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
と
こ
ろ
に

時
計
選
び
の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
が
あ

る
。
時
計
を
知
っ
て
い
る
人
、
好
き
な

人
ほ
ど
、
機
械
式
を
選
ぶ
。
そ
れ
は
電

気
を
使
わ
ず
に
、
ゼ
ン
マ
イ
だ
け
で
動

い
て
い
る
こ
と
の
ロ
マ
ン
、
腕
に
乗
っ

て
し
ま
う
だ
け
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に

精
緻
な
メ
カ
を
創
り
出
す
職
人
へ
の
尊

敬
な
ど
、
理
由
は
様
々
だ
。
も
は
や
芸

術
品
の
域
に
ま
で
達
し
て
い
る
時
計
も

あ
り
、
価
格
的
に
も
ク
ル
マ
は
お
ろ
か
、

家
よ
り
も
高
い
モ
デ
ル
す
ら
あ
る
。
一

方
、
ク
ォ
ー
ツ
は
、
限
り
な
く
正
確
だ

し
、
電
池
あ
る
限
り
動
き
づ
け
る
。
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
計
測
に
、
秒
単
位
ま
で

正
確
な
時
を
知
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
考

え
る
な
ら
ば
、
ク
ォ
ー
ツ
一
択
だ
。
ま

た
価
格
的
に
手
が
届
き
や
す
い
と
い
う

の
も
ク
ォ
ー
ツ
の
魅
力
だ
ろ
う
。

腕時計を大きく分けると、ムーブメントから機械式とクォーツの２つに分類
される。これはどちらが良い悪いではない。それぞれの特徴をよく理解し
て、自分のライフスタイルに合ったタイプを選ぼう。

機械式時計 クォーツ時計

精度

駆動時間

耐用年数

オーバーホール

衝撃耐性

1万円台から、数十万、数百万円台と、
時計によりかなり異なる

平均日差±10秒程度

40時間前後が多いが、7DAYS、
10DAYSのモデルも

きちんとメンテナンスしていれば
一生使える

3～4年ごとにオーバーホールが必要

ダイバーズなど例外もあるが、
精密機械なので基本はない

平均月差±20秒以下

約2～3年で電池交換が必要

モジュールの寿命が約10年

とくになし

1～2メートルくらいなら
落としてもほぼ耐える

100円SHOPでも買えるが、
数千円～数万円台が多い価格帯

 機械式時計の特徴

・時計としてのステータスが高い
・電池交換の必要がない
・オーバーホールが必要
・耐用年数がクォーツより長い

 クォーツ時計の特徴

・時計としての精度が高い
・機械式に比べ価格が安い
・機械式に比べ衝撃に強い
・メンテナンスが簡単
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時計にとって車のエンジンにあたるのがムーブメント。
機械式とクォーツ式の違いは前のページの通りだが、

それぞれさらにタイプが分かれている。ここではそれを紹介しよう。

　

機
械
式
時
計
に
は
、
手
巻
き

と
自
動
巻
き
と
の
２
種
類
が
あ

る
。
手
巻
き
は
リ
ュ
ー
ズ
を
自

分
で
巻
き
上
げ
て
時
計
を
動
か

す
作
り
で
、
こ
れ
を
面
倒
と
考

え
る
人
に
は
す
す
め
ら
れ
な
い

タ
イ
プ
だ
。
手
巻
き
の
良
さ

は
、
構
造
が
シ
ン
プ
ル
な
こ
と

に
よ
る
耐
久
性
、
そ
し
て
薄
さ

だ
ろ
う
。
そ
し
て
最
大
の
良
さ

は
、
自
ら
が
巻
く
と
い
う
こ
の

仕
組
み
自
体
に
あ
る
。
ゼ
ン
マ

イ
を
巻
け
る
の
は
、
他
で
は
味

わ
え
な
い
独
特
の
も
の
な
の
で
、

ぜ
ひ
体
感
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

ア
ポ
ロ
13
号
で
有
名
な
オ
メ
ガ

ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
、

過
酷
な
状
況
下
で
最
も
信
頼
で

き
る
メ
カ
だ
っ
た
と
い
う
伝
説

も
残
っ
て
い
る
。

　

着
け
て
い
る
際
に
腕
が
動

く
こ
と
で
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

に
あ
る
ロ
ー
タ
ー
を
回
転
さ

せ
、
そ
の
力
で
ゼ
ン
マ
イ
を

巻
く
の
が
自
動
巻
き
だ
。
多

く
の
モ
デ
ル
で
文
字
盤
に
は

A
U
T
O
M
A
T
I
C
と
書
か

れ
て
い
る
。
使
い
勝
手
で
考
え

れ
ば
、
手
巻
き
よ
り
も
自
動
巻

き
の
方
を
圧
倒
的
に
す
す
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
手
巻

き
と
違
い
ロ
ー
タ
ー
が
入
る
分
、

時
計
に
厚
み
が
出
て
し
ま
う
が
、

時
計
に
は
あ
る
程
度
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
あ
る
方
が
好
き
と
い
う

人
に
は
美
点
と
な
る
。
機
械
式

を
楽
し
み
た
い
人
に
は
、
手
巻

き
で
も
自
動
巻
き
で
も
大
き
な

差
は
な
い
の
で
、
好
み
で
選
ん

で
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。

自
ら
が
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
く
と
い
う

行
為
を
楽
し
め
る

機
械
式
の
魅
力
と
実
用
さ
を

兼
ね
備
え
て
い
て
使
い
や
す
い

手
巻
き

構造がシンプルな手巻き。シンプル
ゆえにメカへの負担も少なく長持ちする。

初めての機械式時計なら、自動巻きが
おすすめ。種類も価格も豊富だ。

ムーブメントのタイプ
Basic  Knowledge of  Watches

機械式

機械式

自
動
巻
き



13

　

ク
ォ
ー
ツ
は
機
械
式
に

比
べ
る
と
精
度
が
は
る
か

に
高
い
の
で
、
た
と
え
ば

分
単
位
の
時
刻
認
識
が
必

要
な
シ
ー
ン
に
は
お
す
す

め
だ
。
ま
た
機
械
式
に
比

べ
、
衝
撃
に
強
い
た
め
壊

れ
に
く
く
、
電
池
交
換
以

外
の
維
持
費
は
か
か
ら
な

い
の
で
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
良
い
。
そ
の

分
、
故
障
し
た
ら
修
理
よ

り
も
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
交
換

ま
た
は
買
い
替
え
と
い
う

場
合
が
多
く
、
基
本
、
長

く
使
う
よ
う
に
は
設
計
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
を
し
て
い
る

人
に
は
、
タ
イ
ム
や
心
拍

数
、
歩
数
な
ど
を
計
る
機

能
が
充
実
し
た
モ
デ
ル
も

い
い
だ
ろ
う
。

　

ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ

は
、
機
械
式
と
ク
ォ
ー
ツ

と
の
優
れ
た
と
こ
ろ
を
融

合
し
た
理
想
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ウ
ォ
ッ
チ
だ
。
機
械

式
の
長
所
は
、
ト
ル
ク
が

高
い
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
き
な
針
や
デ
イ
ト
表
示

を
す
る
と
い
っ
た
、
い
ろ

い
ろ
な
機
能
が
搭
載
で
き
、

時
計
デ
ザ
イ
ン
の
幅
が
広

が
る
の
だ
。
そ
れ
と
ク
ォ

ー
ツ
の
利
点
で
あ
る
制
御

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
、
誤

差
の
少
な
い
高
精
度
。
動

力
は
機
械
式
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
の
に
ク
ォ
ー
ツ
並
み

の
精
度
と
い
う
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
実
用
化
さ
せ
た

の
は
、
世
界
で
セ
イ
コ
ー

だ
け
。
日
本
が
誇
る
べ
き

高
い
技
術
だ
。

　

ソ
ー
ラ
ー
式
と
は
、
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
て
動
く

時
計
だ
。
太
陽
光
が
き
ち

ん
と
当
た
る
と
こ
ろ
な
ら

自
然
に
充
電
が
で
き
て
、

基
本
的
に
電
池
交
換
の
必

要
は
な
い
。
通
常
の
電
池

式
腕
時
計
だ
と
2
年
く
ら

い
で
電
池
が
な
く
な
る
が
、

ソ
ー
ラ
ー
な
ら
そ
の
手
間

と
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
。

ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
お

く
蓄
電
池
だ
。
ソ
ー
ラ
ー

は
電
池
交
換
が
要
ら
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
充

電
効
率
が
落
ち
て
く
れ
ば

蓄
電
池
の
交
換
が
必
要
に

な
る
の
で
、
全
く
電
池
交

換
の
必
要
が
な
い
、
と
い

う
の
は
正
し
く
な
い
。

信
頼
で
き
る
精
度
と
多
機
能

手
に
届
き
や
す
い
価
格
帯

世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術

理
想
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル

電
池
式

ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ

時間を正確に知るという実用性で
選ぶのであればクォーツだ。

機械式なのに針は滑らかに進む、
これを見ているだけでもおもしろい時計だ。

選ぶ時は、コンパスや高度計測機能と
組み合わせ、万能感を楽しみたい。

クォーツ

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
動
く

地
球
に
優
し
い
モ
デ
ル

ソ
ー
ラ
ー
式

クォーツ

番外
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時
計
ケ
ー
ス
に 

 
 

何
を
求
め
る
の
か
が
重
要

　

時
計
を
選
ぶ
時
に
、
ビ
ギ
ナ
ー
は
あ

ま
り
ケ
ー
ス
素
材
に
つ
い
て
考
え
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般

普
及
ゾ
ー
ン
で
の
ケ
ー
ス
素
材
に
は
、

圧
倒
的
に
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
が
多

く
、
あ
ま
り
他
の
素
材
の
も
の
と
比
較

検
討
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

な
ぜ
多
い
の
か
と
い
う
と
、
ス
テ
ン

レ
ス
が
錆
び
に
く
く
、
傷
が
つ
き
に
く

い
素
材
で
、
最
も
価
格
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
だ
か
ら
で
あ
る
。
硬
さ
で
い
え
ば
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
チ
タ
ン
な
ど
が
上
だ
が
、

そ
れ
ら
は
種
類
も
ス
テ
ン
レ
ス
と
比
べ

れ
ば
少
な
く
、
価
格
も
高
い
。
な
の
で
、

趣
味
性
の
高
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
ゴ
ー
ル
ド
や
プ

ラ
チ
ナ
に
な
る
と
、
も
っ
と
価
格
は
跳

ね
上
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
無

難
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
ス
テ
ン
レ

ス
が
お
す
す
め
だ
。
多
少
ぶ
つ
け
て
も

傷
は
つ
き
に
く
い
。
も
し
金
属
ア
レ
ル

ギ
ー
で
あ
る
な
ら
ば
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や

チ
タ
ン
に
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

 ゴールド  ステンレススチール（SS） プラチナ

 チタン  カーボン セラミック

壊れにくい、傷がつきづらいなど、実用面からステンレススチールが多い時計ケース。
しかし、近年ではケースの素材もバラエティに富み、たとえば金属以外にも

カーボンやセラミックなどを使ったケースが開発されている。

ケースの素材
Basic  Knowledge of  Watches

白金ともいう。腕時計に使われるプラ
チナは主にPt950。95%がプラチナで、
強度を保つために5%にパラジウムが使
われていることが多い。

カタログなどでは「SS」と略されるこ
とが多い。合金鋼で、鉄に10.5%以上
のクロムを含んでいる素材。錆びにくい
のが特徴。

腕時計に使われるのは主に18金で、そ
の場合、金の比率は75%。イエローゴー
ルド、ホワイトゴールド、ピンクゴール
ドなどがある。

ゴールドよりハイクラス 実用性にすぐれた素材高いステータス性

基本成分は、金属酸化物の熱処理で焼
き固められた焼結体で、陶器に近いセ
ラミック。耐熱性に優れていて、傷もつ
きにくい。

チタンは、銀白で金属光沢を持ち、軽く
て耐久性や耐熱性に優れた素材といわ
れている。金属アレルギー体質の人に
おすすめ。

軽量で耐久性に優れた特徴を持つカー
ボンは、F1のボディや航空宇宙産業に
も使われるハイテク素材。ケースだけで
なくバンドに使われることも。

陶器のような素材 金属アレルギーをおこしにくい 軽くて丈夫なハイテク素材


